






1.はじめに 

1 才 6 ケ月児健診の歯科健診は、特に齲蝕が重視されている｡この時期の齲蝕問題は単なる

検診のみに終ることなく、この時期以後に急増してくる齲蝕罹患の予防のための保健指導

が重視されねばならない。この時期の齲蝕発生は、食生活を中心とした保護者の育児姿勢

に大きく影響されて発生するため、齲蝕は育児の反映そのものであるといわれる所以であ

る｡1 才 6 ケ月児健診の目的の 1 つに、この時期の食生活、しつけ等の生活指導がある｡齲

蝕状態を知ることによって、育児上の問題点を知ることができ、また齲蝕予防はこの時期

の正しい生活指導によって解決される｡このような観点から、歯科健診のあり方は 1 才 6

ケ月児健診全体のシステムの中で、一体として考えられるべきものである。また、口腔歯

に表われる様々な異常、奇形を発見し、観察することは、1 才 6 ケ月児健診の目的の 1 つ

である。軽症の心身障害、外表奇形の発見に役立つ情報を提供することにもなり、この面

からも歯科健診の意義と全体の健診との一体化が図られるべきである｡歯科健診のスタッ

フとして必要な歯科医師、或いは歯科衛生士の動員は、現状では地域により格差が著しく

、そのための歯科健診システムが地域によりかなり異なっていることが考えられる。今後

の 1才 6ケ月児歯科健診を充実、発展させるためには、市町村の状況に応じた健診システ

ムが図られる必要があろう。 


